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に心からの感謝を申し上げます。   
平成28年度、記載された活動総件数は651件で、参加学生の延べ
数は4,359人であった。我田引水ながら、この活動実績、中堅大学と
しては全国でもトップクラスと評価している。そして、本号が報告対
象としている平成29年度、記載された活動総件数は実に974件、そ
して、参加学生の延べ数は7,809人であった。件数にして約1.5倍の、
学生数にして約1.8倍の前年度比増である。今や全国でもトップと評
価してもよいかもしれない。この活動実績増、何があったのかという
と、「活動件数が増えた」というよりは、「潜在していた活動件数が記
載されるようになったから」と考えている。「地域連携研究」発刊の効
果であろう。「地域連携活動」とは何を指すのか、ようやく学内に認知
され始めたのだと解釈している。それが地域連携活動に日々携わる立
場からの実感である。 
この活動件数と参加学生数の増加であるが、それぞれがこれで上げ
止まりか、というと、全くそんなことはない。筆者の認知している範
囲に限ってみても「あの先生の」あるいは「あの学生たちの活動は、
地域連携活動として記載されてよいのに」記載されてないものが、ま
だあるのだ。1990年に1学部4学科の理系単科大学としてスタート
した本学であったが、2007年よりの改組で、拡充の一途を辿り、今は
3学部14学科13コースと多様化したことを考えると、地域連携活動
はさらに展開し続け、活動実績はこれからも増えるであろう。この活
発な地域連携活動は、紛れもなく、他に類例を見ない本学の特色であ
ると言ってよい。ではなぜ、本学の地域連携活動はこのように活発な
のであろうか。第一巻の巻頭言では「地域連携活動の組織化」につい
て解説した。本巻頭言では教員主導で実施した「地域連携活動の活性
化」について、その取り組みの一端を紹介する 
2001年4月、バイオサイエンス学科(生命科学科の前身)にアニマル
サイエンスコースが設置され、一期生124名を迎え入れた。この時「学
科活性化のためにするべきことの第一優先は、学生を活かすことであ
る」との信念から、学生を活かすための仕組み作りに取り組んだ。教
員が主導して、学科の専門性を反映させた同好会の設立を目指したの
である。124名全員を集める全体集会を何度か開催し、臨席の全員か
ら「何をやりたいのか?」と聴き出しキーワードを板書したうえで、学
生に確認しながらKJ法的に整理・分類した。そして、全員の意見を
動物介在活動・ドッグトレーナー・ビオトープ・野生生物・動物園・
馬術・牧場・コンパニオンアニマル・企画広報の9テーマに集約した
のである。次に「できることからはじめよう!」を合言葉にして、グル
ープごとに同好会を設立するよう働きかけた。学則を参照にして「役
員の選出」・「活動内容についての取り決め」・「教務課に提出する書類
の作成」を会合毎の作業目標とした。そして一期生が入学して僅か 2
か月後の2001年6月、アニマルサイエンス関連の9つの同好会が設
立された。動物介在教育研究会は、このときに9団体の代表者連合と
して設立され、ミニ学園祭と標榜の「親子科学教室(現在の帝京科学の
夏祭り)」、地域児童をキャンパスに招き入れる「大学遠足」、そして羽
村市動物公園における「動物縁日」などの、各団体が連携した大規模
イベント運営の主軸となった。 
同好会設立後の次の課題は、活動のための場所の確保であった。翌
2002 年にアニマルサイエンスコースは学科として独立することが決
定されていた。しかし、学内の施設・設備は年次進行での充足が計画
されていたので、今からは想像もつかないが、アニマルサイエンスの
動物飼育施設は全く未整備だった。器がなければ中身も入れられない。
アニマルサイエンスの学生がお世話等で関われる動物は皆無の状況
だったのである。やむを得ず、学生のための活動の場所を地域社会に
求めた。活動交渉のため出向いた機関・施設は、山梨県庁、山梨県動
物愛護指導センター、上野原町役場、老人養護施設、上野原町立病院、
市立大和病院、八王子の動物病院、東京都動物園協会、上野動物園、
多摩動物公園、葛西臨海水族園等で、出向は延べ 20回以上、電話・
メールでの交渉はその回数を遥かに超える。学生の面前での活動交渉
という、背水の陣を敷いたこともあった。今風に表現するならば正に
「学生ファーストの取り組み」であった。 
この時、何に腐心したかというと「学生のやりたいこと」と「社会
のやってほしいことの」マッチングであった。それが学生の活動の場
を地域社会に確保するための必然の配慮だったからである。この時に
は特に意識しなかったが、それは学生と社会の「Win－Winの関係を
構築すること」を意味していた。 
以上が取り組みのあらましである。要約すると地域連携活動創出の
ために実施したことは、「目的を共有できる学生の組織化」そして「学
生集団の目的と社会のニーズとのマッチング」である。そして、学生
の「やりたいこと(活動の目的)」と社会の「やってもらいたいこと(社
会のニーズ)」が合致してさえいれば、学生目線からは「やりたいこと
をやる」ことで「社会から感謝される」ので「地域連携活動は自然に
活性化する」のである。 
このようにしてスタートした初期の同好会活動のうち、後に部へと
昇格し現在も継続しているのは、動物園研究部、ドッグトレーナー研
究部、動物介在活動部、野生生物研究部、ビオトープ研究部、猫の目
報道部(企画広報)、そして動物介在教育研究部の 7団体である。それ
らの部活動の中からいくつか実例を紹介する。 
動物園研究部は、飼育員になりたいとの学生の夢を叶えるべく組織
した。そして、動物園で働きたいという学生のニーズは、マンパワー
不足の動物園の実状と合致し、動物園での飼育作業や教育普及活動を
部活動とすることができた。この部活動はその後に水族館研究部
(AQUA SHIP)を生み出し、地域の水族館での部活動が始まった。 
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花園誠 
野生生物研究部とビオトープ研究部は東京西キャンパス内外の生
態調査を部活動とした。この2団体の部活動は、その後に環境教育研
究部「風の子フ～スケ」を生み出す基盤となった。そして現在、これ
ら3団体連合により「自然環境保全連携団体」が組織され、カエル・
水鳥等の生態調査、鳥獣保護ボランティア等に精力的に取り組んでい
る。いずれも自然豊かな東京西キャンパスの地の利を活かした部活動
である。 
動物介在活動部は、アニマセラピーに関心がある学生により組織さ
れた。東京西キャンパス近隣の老人養護施設が部活動の場である。動
物を介在させた活動の他、学生のみでのボランティア活動にも取り組
み、職員および施設利用者から歓迎されている。 
当初、代表者連合として組織されていた動物介在教育研究部は、教
務課長の強い勧めでサークル登録し、部に昇格した。東京西および千
住キャンパス近隣の小学校、そして、幼稚園・保育園・こども園が活
動の場である。質実ともに日本一といってよい教育支援を部活動とし
ている。第一巻の巻頭言でも紹介したが、この部活動が大学としての
活動実績となり、理工系大学としては初の教育系学部である「こども
学部(現在の教育人間科学部)」の開設に漕ぎつけたのである。 
最後に「学生と社会のマッチング」の典型例として、東京西キャン
パスの大学祭実行委員会による地域連携活動を紹介する。2015年、あ
る上野原の有力者より「桂川河川敷公園での音楽フェスティバルにご
協力を願えないか」との打診を受けた。「桂川河川敷の音楽フェスティ
バル」－そういえば、ゴールデンウイーク明けの最初の日曜日に上野
原駅前の河川敷に、なにやら特設ステージがつくられ、飲食店ブース
がそれを取り囲み、一日限りではあるが、幻のように賑わっていた光
景を思い出した。誰の主催であったのか聴くと、上野原市内の「長」
の肩書がつく有志による「上野原を活性化させたい」との思いが凝集
した音楽祭であったと言う。「桂川フェスティバル」と名付けられてい
た。「このお祭りを継続させるため是非とも若い力に協力してほしい」
とのご希望であった。  
この時、マッチングする学生団体として思い浮かんだのが「大学祭
実行委員会」である。大学祭を盛り上げるため、協賛のお願い回りで
毎年のように苦労している。「彼らを認知してもらうことで協賛のお
願いもし易くなるのではないか、何よりもお祭りの運営という目的が
合致する」と引き合わせた。まずは毎週の準備委員会の会議に参加さ
せた。「長」がつく立場の社会人による適材適所の役割分掌や、議決の
手際など、学生にはとても参考になった筈である。そして本学には「若
い力」による協力が期待された。大学祭実行委員会のメンバーを中心
に学生100名余が運営協力することになった。 
2016年の桂川フェスティバル。当日は好天に恵まれ、運営側も含め
1万人近い参加者で賑わった。本学の学生は、駐車場の管理、歩行者
の誘導、会場の警備・清掃にと、炎天下にも関わらず黙々とフェステ
ィバルの下支えに携わっていた。その姿は、フェスティバルを運営す
る委員会のメンバーのみならず、市内からの来場者の目にも留まって
いた。筆者が学生ともども場内清掃に努めていた時である。場内の飲
食スペースで佇んでいたご高齢の女性から「みんなが一生懸命で、と
ても雰囲気のいいお祭りですね。」と声をかけられた。思い返すと地域
連携活動に尽力しはじめてから 10年余、この時初めて大学と地域社
会が全体でかみ合っていることを肌で実感した。 
その2週間後、翌2017年の開催に向けての報告会が開かれた。そ
の席上で「帝京科学の学生は実によく動く。それも一人二人ではなく
100人全員がだ」、「ひたむきで真面目だ」、「感心した」等々、臨席す
る地域社会の方から異口同音の称賛をいただいた。「帝京科学大学は
地域の活性化に欠かせない。」これが地域社会からの評価である。 
「学生を活かし、大学を活かし、社会を活かす」地域連携活動に携
わる時の座右の銘としている。桂川フェスティバルは、まごうことな
きその具現化であった。そしてこれを契機に「帝京科学大学のために
一肌脱ぎたい」という動きが地域社会に生まれ、東京西キャンパスの
フィールドミュージアムに結実しようとしている。 
地域社会と帝京科学大学の共創は、今まさに本格的に稼働し始めた
のである。これをもって地域連携活動の最大の成果としたい。 
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